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学年 組 氏名

１ 円外の点Ａから円Ｏへの接線ＡＰ，ＡＰ’を作図しなさい。
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２ 問１で作図した図で，ＡＰ＝ＡＰ’であることを証明しなさい。

３ 下の図のように，２つの弦ＡＢ，ＣＤの交点 ４ 円Ｏの中心から６ｃｍの距離に点Ａがあり

をＰとします。ＡＰの長さを求めなさい。 ます。点Ａから円Ｏにひいた接線の長さが３

Ｄ ｃｍであるとき，円Ｏの半径を求めなさい。
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△ＡＰＯと△ＡＰ’Ｏにおいて

ＡＯは共通

ＯＰ＝ＯＰ （円Ｏの半径）’

∠ＡＰＯ＝∠ＡＰ’Ｏ＝∠Ｒ（円の接線は，接点を通半径に垂直である）

したがって

直角三角形の斜辺と他の１辺がそれぞれ等しいので

△ＡＰＯ≡△ＡＰ’Ｏ

対応する辺の長さは等しいので

ＡＰ＝ＡＰ’

３ ３ ｃｍ

弧ＡＤに対する円周角
で,

∠ＡＣＰ＝∠ＤＢＰ
対頂角で,
∠ＡＰＣ＝∠ＤＰＢ

より
△ＡＰＣ∽△ＤＰＢ

である。
対応する辺の比は等し

いので
ＡＰ：1.5＝2：3

よって ＡＰ＝１

接点をＰとすると，円

の接線は，接点を通る半

径に垂直なので∠ＡＰＯ

＝９０°である。

三平方の定理より
２ ２ ２

３ ＋ＯＰ ＝６

ＯＰ ＝３６－９＝２７
２

ＯＰは正なので

ＯＰ＝ ２７ ＝３ ３


